
昭和村

・４月 日前後の日曜日

・会場／永井箱根神社

・問い合わせ／村教委社会教育係

（☎0278・24・5120）

神の心を鎮める鎮魂と五穀豊

穣、氏子の幸せを願う村重要無形

民俗文化財の神楽で、春の祭礼に

奉納される。演目は「岩戸の 」

や「火の神の 」など七つ。山あ

いの神社で繰り広げられる素朴な

が来場者を引き付ける。

神楽は1883年に武州豊穂教会か

ら伝授されたとされる。その後、

北橘村下南室の神楽師の教えを受

けて、永井豊穂講社を発足させた。

現在は永井太々神楽保

存会が受け継ぐ。藤井

洋一会長＝写真＝は

「会員の確保が難しい

が、数年前に 代の男

性が３人入会してくれた。神楽は

先輩たちが大変な思いをして始め

たもの。何とか続けていきたい」

と話す。

永井箱根神社の太々神楽
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「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
目
指
し
て
、
昨
年
初
め
て

開
催
し
た
。
約
３
千
平
方
㍍
の
村
有
地
に
、
高

さ
２
〜
３
㍍
に
な
る
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

種
を
ま
き
、
成
長
の
途
中
で
、
役
場
職
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
一
部
を
刈
り
取
っ
て
迷

路
を
作
っ
た
。
協
力
隊
員
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
ほ
か
、
告
知
動
画
も
隊
員
が
制

作
。
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
延
べ
３
千
人
以
上

が
来
場
し
た
。

赤城山の北西麓に広がる昭和村。新鮮な

高原野菜を生み出す広大な畑、谷川連峰や

武尊連峰の山々、美しい河岸段丘などが織

りなす雄大な風景が、訪れる人を魅了する。

さらに長い伝統を誇る祭りや住民手づくり

のイベントも魅力的。そんな祭りやイベン

トに足を運んでみれば、昭和村の歴史や風

土、人々の温かさを体感できるはずだ。

・
２
月
８
日
、
午
後
４
時
イ
ベ
ン
ト
開
始
（
花

火
打
ち
上
げ
は
午
後
７
時
か
ら
）

・
会
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／
村
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「
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
思
い
出
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
村
民
有
志
で
つ
く
る
「
昭
和

村
に
花
火
を
上
げ
る
会
」
が
１
９
９
５
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

内
容
を
充
実
さ
せ
、
今
で
は
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
冬
の
昭
和
村
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。

花
火
以
外
に
も
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
忍
者
教

室
・
忍
者
シ
ョ
ー

太
鼓
演
奏

ア
カ
ペ
ラ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

藤
井
朋
和
会

長

写
真

は

先
輩
た
ち

の
思
い
を
受
け
継
い
で
き

た

子
ど
も
た
ち
の
た
め

に

と
い
う
気
持
ち
は
変
わ

ら
な
い

今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い

と
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
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テ
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諏
訪
ま
つ
り

・
９
月

日
・

日

川
額
八
幡
宮

・
９
月

日
・

月
１
日

森
下
大
森
神
社

・
問
い
合
わ
せ
／
村
企
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五
穀
豊
穣
を
願
い
村
内
２
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
祭
り
。
豊
年
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、

「
か
つ
ぎ
ま
ん
ど
う
」
が
飾
ら
れ
る
。
か
つ
ぎ

ま
ん
ど
う
は
１
本
の
柱
に
人
形
を
乗
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
飾
り
付
け
を
し
た
も
の
で
、
地
元
の
中

学
生
が
約
１
カ
月
か
け
て
制
作
す
る
。

祭
り
の
２
日
目
（
本
日
）
に
は
、
中
学
生
１

人
が
約

㌔
の
ま
ん
ど
う
を
担
ぎ
、
境
内
を
回

り
な
が
ら
互
い
に
ぶ
つ
け
合
う
豪
快
な
「
つ
っ

か
け
ま
ん
ど
う
」
が
行
わ
れ
る
。
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